
築 85 年を経過したトンネルの特別全般検査について 
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１．はじめに  

 東京地下鉄株式会社（以下，東京メトロという）は，現在９路線 195.1 ㎞を営業している．そのうち 85%，

166.8km がトンネル区間である．トンネルの維持管理は,日常の線路巡回,２年毎の通常全般検査,20 年毎の特

別全般検査等を行い，健全度判定に基づき，補修・補強を行っている．本稿では,昨年，築 85 年を経過した

銀座線トンネルで高所作業車を用い近接目視と打音による特別全般検査を行ったので報告する． 

２．特別全般検査の検査方法の検討  

 特別全般検査の実施に先立ち，表-1 に示す要求性能を満足するよう，高所作業車（写真-1）を用いた検査

方法について銀座線トンネル部で調査し，適切な編成人員，日当たり施工量，打音ピッチ，チョーキング方法，

記録方法等を検討した．なお，側壁下部においては，通常全般検査で近接目視および必要により打音点検を行

っており，健全度判定の精度は特別全般検査と同等であることから対象外とした． 

検討した検査方法（パターン）と調査結果を表-2に示す．パターン 1，2，3は，対象内壁面を全面打音す

ることを基本として，効率性向上のため記録方法等を変えて実施した．しかし，目視で健全な箇所も打音す

ることは，極めて膨大な時間を要し，目標とする 1年／路線，1パーティ／日を達成できないことが分り，特

別全般検査の検査方法は，パターン４が現実的であるという結論を得た．表-3に１パーティの編成，図-1に

人員配置を示す． 

表-1 要求性能  

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）作業時間はき電停止から約３時間あるが，           写真-1 高所作業車および検査状況 

機材移動等から半分の 90 分とした。 

 

３．特別全般検査の実施  

高所作業車を用いたトンネル部の特別全般検査は，平成 24 年度から平成 31 年度までに全９路線を予定し

ている． 

健全度判定は構造物の健全度判定区分 1)を基本とした．人による判定のブレを最小限に抑えるため、①こ

れまでの通常全般検査で培ってきた知見をまとめた手引き等による教育の実施，②検査員を固定メンバーで

構成，③当社社員による適宜現場での指示・指導等を行った． 
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要求性能 

１ 通常全般検査における「構造物の健

全度判定」を確定し,精度を高める． 

２ 軌道面から目視する通常全般検査を

補完するためトンネル構造物の変状

を把握する． 

３ １年／路線で検査を完了させる． 

４ １パーティ／日で検査する 

５ 日当り作業時間 90 分注１） 

６ 軽微なはく離は検査時に叩いて落す 
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表-2 検査方法（パターン）と調査結果 

検査パターン １ ２ ３ ４ 

検査方法 

近接目視 

の対象 
対象内壁面に発生している全ての変状 

①通常全般検査で把握している 

変状 

②通常全般検査以外の浮き・はく離 

③維持管理標準の調査項目 

（打継ぎ等） 

打音 

ピッチ 
0.25m 

目に見えて 

悪い箇所のみ 
同上 

チョーキング 
変状の分類、構造物・はく落の判定、変状箇所の囲み 

キロ程、変状・構築寸法 変状寸法（ひび割れ幅のみ） 

現場記録 展開図に記帳する 検査様式等に記帳する 

日当り施工 目標 225m 以上 13 箇所以上*１ 

  〃   結果 38m 43m 45m 13 箇所 

要求性能に対する評価 × × × ○ 

*１ 表－２、パターン４検査方法①の日当り施工量 

表-3 １パーティの編成                 図-1 人員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．検査結果  

特別全般検査では，平成 22 年度に実施した通常全般検査で把握した変状数の約３倍の変状を抽出した．新

たに抽出した変状の多くは，通常全般検査では把握することが困難な小さな浮きであった．叩き落としが必

要な箇所で可能なものは，検査の中で処理を行い,後日対応が必要なものは,別途工事にて処理した．今回の

検査により，改めて近接目視および打音点検の重要性を再認識した． 

変状発生の傾向として,ジャンカ・漏水・漏水跡周辺に多いことが分かり,鉄筋露出の多くはかぶり不足に

よる軽微なものが大半であった． 

また,断面・漏水・ひび割れ補修および中性化抑制を入念に施工した区間では,施工後十数年経過している

が顕著な変状は見られなかった。検査結果を精査し要補修箇所の優先度を見極め,より良い補修計画を策定し

ていく予定である. 

 

５．まとめ  

 今回の銀座線におけるトンネル部特別全般検査は，検査方法の検討で結論付けた検査方法で予定通り完了

することができた．銀座線のトンネルは,築 85年を経過しているが,概ね良好であることが分かった．今回は,

開削トンネルのみであったが,東京メトロでは中子型セグメント始めとするシールドトンネルを有する路線

もあるので,今後の特別全般検査で得られる知見を今後の全般検査に活かしていきたい． 
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